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(兵庫県指定重要有形文化財兵 )

企画展�「築135年のあゆみ」 ４/24（土）〜５/30（日）

特別展�「れきみんに眠る蔵書の世界」����10/23（土）〜12/５（日）

旧神崎郡役所

　明治 19 年（1886）に建てられた歴史民俗資料館の

建物「旧神崎郡役所」は、令和３年（2021）で築 135

年目を迎えました。郡役所としてはじまり、地方出先機

関の事務所としての使用を経て、歴史民俗資料館となり

現在まで受け継がれています。洋館風の外見に瓦を載せ、

温暖地域と寒冷地域の建築様式両方を兼ね備えるなど、様々

な要因を調和させたこの建物は、一時は撤去の危機にあ

りましたが、地域の人々の保存運動により、移築・復元

されることになりました。

　本展では、建物の役割の変遷を追うとともに写真や資

料をとおして当時の様子を振りかえりました。 

　現在、当館には 2,500 点以上の蔵書があります。これ

らの多くは福崎町内の方より寄贈を受けており、町内には

大庄屋三木家蔵書や神崎郡図書館などに代表される豊か

な「本文化」があったことがうかがえます。 

　本展では、初めてれきみんの蔵書に焦点をあて、現在

につながる書物の歴史の痕跡を探りました。

　展示では、明治・昭和・平成に作られた３冊の郷土史を

比較することで、各時代の特徴を紹介しました。

　また、大庄屋三木家住宅蔵書に関する展示も行いました。

『三木家蔵書目録』によれば、同家には 4,000 冊を超え

る蔵書かあったことがわかっています。『蔵書目録』を

もとに当館蔵書を用いて三木家蔵書の再現も試みました。

　本それ自体の在り方と内容の両面から価値ある福崎町の

「本文化」を新たに発見し、紹介する展示となりました。

ずらりと並ぶ歴代の展示チラシは、「れ

きみん」ができてからの歴史を物語

ります。

展示風景。和装本から洋装本に変化する歴史や、海賊版
についてなど、テーマを設けて展示しました。

『学問のすすめ』の真版 ( 左）と

海賊版 ( 右）の奥付部分。

福崎の属した飾磨県においても

『学問のすすめ』の海賊版が流通し、

訴訟問題となりました。海賊版

の奥付には、福沢諭吉の表記も

慶應義塾の印もありません。

建物のみどころを

紹介しました。
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　福崎町では、毎年町内の各種開発に伴い、埋蔵文化財調査を行っています。

　令和２年度は、主に高岡福田地区ほ場整備事業に伴い、工事によって埋蔵

文化財が影響を受けるところについて、記録のための本調査を行いました。

　本展では、これらの調査結果について、

写真パネルや出土した土器を用いてわか

りやすく紹介します。

　展示をとおして福崎町の歴史を身近に

感じていただければ幸いです。



令和３年度の催し報告令和３年度の催し報告令和３年度の催し報告

松岡映丘生誕140年記念 令和３年10月２日（土）〜11月28日（日）松岡映丘展〜近代大和絵の導き手〜松岡映丘展〜近代大和絵の導き手〜

第42回山桃忌 松岡映丘画稿展

第８回 柳田國男検定

近代大和絵の導き手

ローマ美術展覧会

平治の重盛庭の池

夏立つ浦 浦の島子

天神（画稿）

動画撮影の
様子

山桃忌は、柳田國男とその兄である井上通泰の祥月にあたる
８月に２人の偉業を偲んで開催している行事です。 第９回 ふるさと賞

　令和３年（2021）は、日本画家・松岡映丘が明治 14 年（1881）に誕生して 140 年となる年です。 

　本名を松岡輝夫といい、井上通泰や柳田國男を輩出した松岡家兄弟 8 人（うち

3 人は早逝）の末弟として、現在の兵庫県神崎郡福崎町西田原に生まれました。

　記念展では、町内外から松岡映丘作品をお借りし、記念館に収蔵された画稿（下

描き）コレクションと本画作品とを見比べていただけるよう展示しました。また、

わずか４歳で福崎を離れたにもかかわらず、終生続いた映丘と福崎との縁について

取り上げ、140 年の節目を祝いました。 

　昭和５年（1930）映丘は文部省から海外への出張を命じられます。

ヨーロッパの人々に日本の文化を紹介するため、日本美術の展覧会を

開催するにあたり、映丘の作品も出品されることになったのです。

　4 月 26 日からローマで開催された日本美術展覧会は、エスポジチ

オーニ宮殿のホールを改装した大規模なものでした。

　映丘は≪屋島の義経≫≪今昔物語の伊勢≫などを出品し、イタリ

ア国王より「コマンドール・クーロンヌ勲章」を授与されました。 

　その後はヨーロッパ各国を視察してから大西洋を渡り、アメリカを

見物して、9 月 6 日に日本へ帰国しました。 

映丘と福崎

はしもと が ほう やま な つらよし

あら き かん ぽ かわばたぎょくしょう てらさき こうぎょう

きっかわれい か ゆう き そ めい ひらふくひゃくすい かぶらき きよかた

あなやましょうどう いわ た まさ み えんどうきょうぞう はっとり ありつね やまぐちほうしゅん

やまもときゅうじん

　松岡映丘は、橋本雅邦や山名貫義に師事し、東京美術学校日本画科に入学しま

した。最初は荒木寛畝と川端玉章のクラスに入り、2 年生で寺崎広業の生徒と

なって、首席で卒業します。数年間の教職を経験したのち、母校で日本画科の

教鞭をとりました。

　大正５年（1916）、映丘は吉川霊華、結城素明、平福百穂、鏑木清方の５人で

「金鈴社」を結成しました。それぞれの個性を発揮して研究の成果を発表するこ

とを目的として設立された金鈴社で、映丘はこれまでにない斬新なモチーフや、

表現手法をもちいた大和絵を世に送り出し、大きな衝撃を与え

ました。

　こうした映丘の試みは画業を志す若者たちに力を与え、門下

には穴山勝堂、岩田正巳、遠藤教三、服部有恒、山口蓬春、

山本丘人など、数多くの俊才が集いました。

　映丘は「新興大和絵会」「国画院」などを組織して多くの

門下を育て、西洋画に押されつつあった大和絵に新しい風を

吹き込んだのです。

両作品の本画は現在、イタリアで保存されています。

最後の帰郷の際に撮られた写真。左は鈴ノ森神社、右は悟真院で
撮影されました。

　映丘と絵画との出会いは、　川であったと柳田國男は記しています。

　川には人力車の集まる立場があり、そこに集う人力車の背後に描

かれた武者絵を鑑賞することが、幼い兄弟の楽しみだったのです。

　一家が町を離れたあとも、大庄屋三木家に残された書簡からは、

映丘が生涯にわたって故郷福崎との

縁を持ち続けたことが分かっています。

　昭和 12 年（1937）、映丘は城崎へ

の療養の途中で福崎へ立ち寄ります。

昭和 13 年に息を引き取った映丘に

とって、これが最後の帰郷となりま

した。

　11月20日（土）には当館顧問の
石井正己先生による記念講演を
行いました。
　リモートでの講演となりま
したが、多くの方にご参加いた
だきました。

講演会の模様

　８月１日（日）、第42回山桃

忌を文化センターで開催し

ました。「柳田國男と『海上

の道』」をテーマとして、沖

縄の民俗芸能を鑑賞しました。

　また今回は初の試みとして、

山桃忌をひとつの番組として

動画に仕立て、8 月 15 日から

WEBでの動画配信を行いました。

　４月３日から５月 30 日まで

開催した画稿展では、「令和 3

年の干支“丑”」と題し、牛の

表現に焦点を当てた展示を行い

ました。

　８月１日（日）に、「第８回柳田國男検定」を実施

しました。今回の

受験者は計 36 名で、

合格者は計 22 名

でした。

日本民俗学会研究奨励賞

岩田先生の版画教室
　12 月５日 ( 日 ) に版画教室を

行いました。版画家の岩田健三郎

さんに、虎の張り子を例にした

年賀状作りをご指導いただきま

した。

　福崎町柳田國男ふるさと賞は、

福崎町内の小中学生が地域の

歴史や文化を調べた作品の中か

ら選ばれます。

　本年度の福崎町柳田國男ふる

さと賞は、以下の３名が受賞しました。

　　✏ 小学校低中学年の部

　　　　　　田原小学校　　４年　西牧 宗佑さん

　　✏ 小学校高学年の部

　　　　　　田原小学校　　６年　田畑 　駿さん                                                                                                

　　✏ 中 学 校 の 部

　　　　　　福崎西中学校　２年　岡本 祝子さん 

10月23日から12月５日まで
記念館で、12月８日から26日
まで図書館メディアルーム
で展示しました。

　今年は、牧野由佳さん（総合

研究大学院大学文化科学研究科

日本歴史研究専攻）の「知多半

島『朝倉の梯子獅子』の戦後に

おける伝承の変容〜文字メディ

アの影響に注目して〜」が受賞されました。

/柳田國男生家


